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見つけてあげるよ。
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都市計画実習 公共サービスの共創班
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背景

防災問題

再配達問題

自転車問題

共創
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場所 つくば市役所

日時 2017年5月9日（火）, 2017年5月22日（月）

対象者 つくば市危機管理課課長補佐 鬼塚宏一様

つくば市生活環境部廃棄物対策課
ごみ減量推進係係長

窪庭茂様

つくば市生活環境部廃棄物対策課
計画管理係係長

花田大宜様

ヒアリング調査



つくば市の防災事情①

緊急避難が必要な災害発生率低い

土砂崩れや河川の氾濫などの危険性が低い
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つくば市の防災事情②

地震による建物倒壊の危険性低い

TX沿線や筑波研究学園都市地区の住宅は比較的新しい
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つくば市防災事情③

市はTX沿線地区と筑波研究学園地区の

人口10万人に対して20％分の備蓄を計画

人口約20万人に対し

備蓄は2万人分
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つくば市の防災事情

在宅での避難は想定されるが、食糧が各家庭で不足

人口約２０万人に対し備蓄は
２万人分

・緊急避難が必要な災害発生率低い

・地震による建物倒壊の危険性低い
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つくば市 農林水産省

問題提起

行政は、ＨＰやパンフレットを通して
備蓄を促している
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問題提起

内閣府：2013『防災に関する世論調査』
上段：2013年調査 下段：2009年調査

備蓄をしている人は５０％以下

大地震に備えてとっている対策
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市民行政

問題提起

行政が発信する情報が
市民にきちんと伝わっていない
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つくば市民便利帳(防災ページ）

市民に備蓄行動を促すために
有効な情報なのか？

問題提起
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市民の備蓄を

促進する方法の

提案

目的
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正しい備蓄

3日間分の食糧を家に常に保存しておくこと

と定義する

水 9L
乾パン 1缶
アルファ米 5食分
缶詰 3缶
チョコレート 1枚

正しい備蓄の例
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仮説

各属性に適した情報を
与えれば、実際の備蓄
行動につながる
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研究の流れ

１．つくば市民を年齢や職業などの属性により分類

２．それぞれの属性にとって
備蓄品購入に有効な情報を特定

3．特定された情報をそれぞれの属性に提示

4．最適化された情報を得た市民が行動
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仮説検証の流れ

１．つくば市民を年齢や職業などの
属性により分類

２．それぞれの属性にとって
備蓄品購入に有効な情報を特定

3．特定された情報を
それぞれの属性に提示

4．最適化された情報を得た市民が行動

社会実験

本調査
備蓄意思を高める情報は
属性ごとに異なることを検証

属性に合った
備蓄意思を高める情報は
備蓄行動につながることを検証
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本調査

目的：

それぞれの属性に対して

備蓄意志を高める情報を知る。

仮説：

備蓄意志を高める情報は属性ごとに異なる。

23



日程 6月12日（月）～18日（日）

対象 筑波大生98名、市民74名

実施場所
(市民アンケート）

ウエルシア
（学園吾妻店、学園並木店、研究学園北店、つくば豊里店）

本調査



アンケート内容

12個の情報に対して

Ｑ．この情報を知っていたか

そのうち印象的だと思った5個に対して

Ｑ．その情報は衝撃的だったか

Ｑ．その情報を見て備蓄しよう

と思ったか



東日本大震災の経験があれば
衝撃度は低いと思われる情報

公助が頼りになら
ないという情報

自助は有効である
という情報



個人に訴えかける
情報（学生向け）

日常的に備蓄が
できるという情報
（市民向け）



情報伝達手段

・日常的に情報を受け取る手段として使用頻度の高いもの

・印象的だった情報を受け取る手段として使いたいもの

 メール
 ＬＩＮＥ
 Ｆａｃｅｂｏｏｋ
 Ｔｗｉｔｔｅｒ
 手紙・はがき
 折り込みチラシ
 回覧板
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分析

属性を分けて分析を行った。

学生 市民
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備蓄意志をより高めたもの

分析結果

学生



分析結果

備蓄意志をより高めたもの
市民



分析結果

備蓄意志をより高めたもの
学生 市民

上位３つで重なるものはなかった。

備蓄意志を高める情報は
属性ごとに異なる。

仮説 は正しい



実証実験に向けて

 ポップ掲示

学生 市民
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分析結果

一致する
傾向がある
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分析結果
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分析結果

・普段情報を受け取る手段

・最も印象的だった情報を受け取る手段

 メール
 ＬＩＮＥ
 Ｆａｃｅｂｏｏｋ
 Ｔｗｉｔｔｅｒ
 手紙・はがき
 折り込みチラシ
 回覧板

一致する
傾向がある

普段使う情報手段を用いて重要な情報を流すことが有効
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実施場所

①移動スーパー

②ウエルシア
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社会実験

備蓄行動を促す情報をポップに掲載し、
店頭に掲示

ポップ掲示前の売り上げと比較して
情報の効果を実証
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社会実験

目的

属性に合った備蓄意思を高める情報は

備蓄行動につながることを検証する。

仮説

属性に合った備蓄意思を高める情報は備蓄行動につながる。

市民は市民向けの情報を受け取ったときのみ実際に行動する。



社会実験①移動スーパー

日時
 6月10日（土）11：00〜13：10

 6月17日（土）11：00〜13：10

場所
カスミ移動スーパー

一の矢学生宿舎、

グローバルヴィレッジ
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社会実験①移動スーパー

内容
両日とも、非常時の備蓄となりうる商品を店舗の表にかごに
入れて置いてもらう。

10日：
それらの商品の売り上げ

17日：
ポップ掲示時の売り上げ

比
較
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社会実験①移動スーパー

ポップ内容
アンケート調査で学生に効くと分析された上位二つの情報
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社会実験①移動スーパー

ポップ（留学生用）
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社会実験①移動スーパー

結果
10日と17日の売り上げに、ポップの影響と思われる売り上げ
の変化は見られなかった。

考察
文化的背景から外国人の備蓄のとらえ方を考慮に入れてい
ない点、などが挙げられる。
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実証実験②ウエルシア

日時 6月17日（土）：学生向け情報提供
6月18日（日）：市民向け情報提供

場所 ウエルシア学園並木店



社会実験②ウエルシア

内容
粉ミルクと離乳食の棚付近にポップ掲示

（17日は学生向け、18日は市民向け）

例年の同時期の売上データと当実験日の売上を比較
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分析内容

社会実験②ウエルシア

2014～17年の6月の毎日の粉ミルクと離乳食の売上個数

データから求めた正規分布の９０％信頼区間に実証期間中

のデータが含まれるかいなかで分析する。
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社会実験②ウエルシア

過去の1日の売上個数と実験中
の1日の売上個数は同じである

17日は採択され、
18日は棄却された

帰無仮説

結果
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社会実験②ウエルシア

結果

セグメントに合った適切な情報を与えることで
購買行動につながる

学生向け
情報

市民向け
情報
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① 市民ひとりひとりが備蓄行動を起こ
す情報を見つける

② その情報が実際に市民の備蓄意識
を変容させ、行動変化を起こすことを
検証する

つくば市民の備蓄率を上げる

本調査

実証実験

目的

結果



本調査
学生 市民

学生には③④⑨、市民には⑤⑦⑫の
情報を与えると備蓄意識が高まる

結果



実証実験

学生向け
情報

市民向け
情報

結果



結果

各属性に適した情報を
与えれば、実際の備蓄
行動につながる
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提案 市と企業の連携
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提案 市と企業の連携

市 企業 市民

備蓄意思を、そ
の場で直ちに備
蓄行動に移せる

情報伝達手段について
の言及が必要
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提案

精査され
た情報 市民
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考察

実証実験において情報伝達手段の検証が
できなかった

▶意識下のニーズと無意識化のニーズの

ギャップを測るためにも実証実験が必要

・属性の細分化、情報とのマッチング

▶個人的な情報を積極的に分析し、

個人レベルの最適な情報の提供が理想

最新の情報処理技術により実現
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補足スライド（ハイパーリンク付き）

アンケート用紙（学生向け）

Webアンケート（市民向け）のスクリーンショット

ウエルシアつくば学園並木店の選定理由

「１２個の情報」の詳細

実証実験分析結果（ウエルシアつくば学園並木店）

共創について
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ｆ(6,99)=.065    p>.05

曜日は売上に影響を
与えない！！

実証実験③ウエルシアｰ付録－

65



実証実験③ウエルシアｰ付録－

2014～17年の6月の毎日の粉ミルクと離乳食の売上個数データより

μ＝11.21,σ＝8.370,N=106

信頼区間を９０％とすると

9.88＜μ＜12.54

１７日の売上個数 １２個、１８日の売上個数 １３個

市民向けの情報が備蓄の購買意欲
に正の影響を与えた
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分析

回答者の約48％しか食料の備蓄をしていない。

筑波研究学園都市（10万人）に対して
単純計算をすると…

足りない分の備蓄を市が用意する備蓄をしない理由を明らかにすることで
備蓄を増やしてもらうアプローチを考える。

つくば市には2万人分しか備蓄がないので
3.2万人分の備蓄が足りない。
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目的

地域組織

企業行政

市民

協働

協働

協働

共創
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ウエルシアつくば学園並木店
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